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1. 序論：生成AIから自律型エージェントへの進化と知的財産
パラダイムの転換 
2026年7月9日にOpenAIから一般公開された「GPT-5.6」シリーズ（Sol、Terra、Luna）および、これに
連動するエンタープライズ向けデスクトップ統合プラットフォーム「ChatGPT Work」の登場は、世界の
知的財産（IP）業務の構造に対して不可逆的なパラダイムシフトをもたらしている1。これまで知的財産

分野における大規模言語モデル（LLM）や生成AIの活用は、主として特許明細書のドラフティング補
助、先行技術文献の単純な要約、あるいは翻訳といった「検索およびテキスト生成の受動的補助

ツール」としての単発的な利用に留まっていた。しかしながら、今回のGPT-5.6が備える卓越した論
理推論能力、最大105万トークンに及ぶ長大なコンテキストウィンドウ4、そして複数のデスクトップア

プリケーションやデータベースを横断して自律的にタスクを処理するエージェント機能の統合により、

知的財産業務は「人間がAIを操作する」段階から「AIエージェントの自律的ワークフローを人間が指
揮・監督し、最終的な法的責任を担保する」段階へと急速に移行しつつある5。 
この技術的特異点は、知的財産部門が抱えるリソースの制約を打破し、R&D（研究開発）戦略と直結
した高度なIPランドスケープ分析の常時実行を可能にする。その一方で、AIの能力が飛躍的に向上
し、AI自身が「発明」と呼べるレベルの技術的解決策を自律的に生成し得るようになった現状は、既
存の特許法制度との間に深刻な摩擦を生じさせている。日米の特許庁および最高司法機関は、

2025年から2026年にかけて相次いで「AI発明者適格性の完全なる否定（自然人要件の厳格化）」を
明確に打ち出しており、技術の実態と法解釈の乖離が知財実務における新たなリスクとして浮上し

ている7。 
本レポートでは、GPT-5.6シリーズの技術的仕様が特許調査、明細書作成、侵害予防調査（FTO）、
IPランドスケープ、そして知財翻訳などの実務に与える直接的な影響を広範かつ深掘りして分析す
る。さらに、高度化するサイバーセキュリティやデータプライバシーの要件を整理し、最新の日米法

制度の動向（DABUS最高裁判決や米国特許商標庁の2025年改訂ガイダンスなど）を踏まえた上
で、現代の企業知財部門および特許事務所が採るべき戦略的ロードマップを包括的に提示する。 

2. GPT-5.6シリーズの技術的仕様と知財実務における性能評
価 
GPT-5.6アーキテクチャは、画一的なモデル提供を廃し、タスクの複雑性、要求される処理速度、お
よび許容されるコストに応じて使い分けることができる「Sol（フラッグシップモデル）」「Terra（日常業務
向けバランス型モデル）」「Luna（コスト効率・速度重視モデル）」の3層構造で設計されている1。これ

ら3つのモデルは、知財部門が日常的に直面する多種多様なタスクに対して、投資利益率（ROI）を



極限まで最大化する柔軟な運用リソースを提供する。 
2.1. フラッグシップモデル「Sol」が示す圧倒的な推論能力 
知的財産実務において最も要求される能力は、特許請求の範囲（クレーム）に記載された文言の技

術的範囲を正確に解釈し、先行技術文献との間の微細な構成要件の差異（新規性・進歩性の有無）

を論理的に切り分ける「高度な推論力」である。GPT-5.6のフラッグシップモデルであるSolは、複雑な
推論、エンドツーエンドの技術的実行、およびシステム設計を処理するためにゼロから構築されてい

る1。 
OpenAIの内部テストとして実施された、プロフェッショナルなワークフローを評価するために設計さ
れたベンチマーク「Agents' Last Exam」において、GPT-5.6 Solは53.6というかつてないスコアを記録
した10。これは、 Anthropicの最上位モデルの一つであるClaude Fable 5のスコアを13.1パーセン
テージポイントも上回る結果であり、AIエージェントとしてのタスク完遂能力において一線を画してい
ることを示している10。さらに、TerminalBench 2.1の評価においても、Solは88.8%、高負荷処理向け
のSol Ultraは91.9%を達成し、競合であるClaude Mythos 5（88.0%）を凌駕した2。特許実務におい

ては、この推論能力の向上が「米国特許訴訟における無効論の自律的構築」や「複雑な化学式・バ

イオシーケンスを含む明細書のドラフティング」において極めて高い精度をもたらす。 
2.2. 105万トークンのコンテキストウィンドウが実現する「全包袋・全文献の一括
処理」 
GPT-5.6 Solの技術的仕様の中で、知財実務に最も甚大な影響を与えるのが、1,050,000トークンと
いう長大なコンテキストウィンドウと、128,000トークンの最大出力能力である4。105万トークンは、英
語テキストでおよそ75万語に相当し、日本語の特許公報に換算すれば、数十件から百件近い特許
明細書の全文、あるいは複雑な特許ファミリーの出願から登録、審判に至るまでの全審査履歴（ファ

イルラッパー／包袋）を一度のプロンプトで完全に読み込ませることができる容量である。 
従来の言語モデル（コンテキストウィンドウが12万〜20万トークン程度のもの）では、大規模な侵害
予防調査（FTO）を行う際、自社製品の仕様書と多数の特許文献を一度に入力しきれず、文献を分
割して入力する（チャンキング）必要があった。これにより、文献間にまたがる技術的文脈の喪失や、

推論の分断（コンテキスト・ドリフト）が発生していた11。一部の専門家は20万トークンを超えるコンテ
キストでのドリフトを懸念しているものの11、GPT-5.6アーキテクチャではこの長大コンテキストの処理
精度が大幅に向上している。これにより、「数百ページの自社製品仕様書」と「抽出された50件の関
連特許群」を同時にコンテキストに保持させ、「自社製品の構成要件が、入力した各特許の独立ク

レームに抵触するリスクを、均等論（Doctrine of Equivalents）の観点を含めて特許ごとに詳細にス
コアリングせよ」といった、人間の弁理士数名が数週間かけて行うレベルの巨視的かつ微視的な分

析指示が、単一のプロンプトで実行可能となった。 
また、競合他社の特許無効化調査においては、出願時の初期明細書、特許庁からの拒絶理由通知

書、出願人の意見書・補正書といった包袋全体を一括入力し、「審査過程において出願人が意識的

に放棄または限定した権利範囲（包袋禁反言：ファイルラッパー・エストッペル）を特定し、無効理由

構築のための論理チャートを作成せよ」といった高度な法務アシストが実現する。 
2.3. モデル別のトークンエコノミクスと知財予算の最適化戦略 
企業が生成AIを知財部門全体へスケールさせる際の最大の障壁は、継続的に発生する推論コスト
（インファレンスコスト）であった。GPT-5.6シリーズは、単なるベンチマーク上の性能追求だけでなく、
「1ドルあたりのパフォーマンス（Performance per dollar）」を極限まで高める戦略を明確に打ち出し



ている6。OpenAIは、トークン消費量を削減しつつ強力なパフォーマンスを提供するため、GPT-5.6の
効率性を大幅に改善した6。 
 

 
 
GPT-5.6シリーズの価格設定（100万入力トークンあたり）および知財業務への適用モデルの推奨マ
トリックスは、以下の表のように整理される。 
 

モデル名 100万入力トークン
単価 

主要な特徴と性能レ

ベル 
知財業務における推

奨適用領域（ユース

ケース） 

Luna $1.00 12 ファミリー中最速か

つ最も手頃な価格13

。GPT-5.5には及ば
ないがOpus 4.8を凌
駕2。 

グローバル特許ファ

ミリー数百件の一括

機械翻訳、大量の社

内発明提案書の一

次スクリーニング、競

合他社の特許公報

の概要サマリー作



成。 

Terra $2.50 12 日常的なワークフ

ロー向けのバランス

型。GPT-5.5と同等
以上の性能を半額で

提供1。 

先行技術と発明提案

書の対比表（クレー

ムチャート）の初稿

作成、社内向け知財

教育資料の自動生

成、定型的な中間処

理応答案の作成。 

Sol $5.00 6 フロンティアレベルの

推論と長期的エー

ジェント作業に特化13

。サイバー、コーディ

ングで最高峰1。 

複雑な無効論の構

築、標準必須特許（

SEP）の技術整合性
分析、高難度な技術

分野（バイオ、量子

等）の明細書ドラフ

ティング。 

この段階的価格設定により、知財部門はAPI経由でのシステム構築において「ルーティング機能」を
実装し、入力されるタスクの難易度をフロントエンドで自動判定した上で、適切なモデル（Luna, Terra, 
Sol）へ処理を振り分ける「Tierド（階層型）AI戦略」を構築することが不可欠となる。これにより、イン
ファレンスコストを最適化しながら、エンタープライズ規模でのAI導入を持続可能なものにすることが
できる。 

3. 「ChatGPT Work」による知財ワークフローの自律化と並列
処理 
OpenAIがGPT-5.6の公開と同時に発表した「ChatGPT Work」は、知財実務の在り方を根本から変
革する「エージェント的ワークスペース（Agentic Workspace）」である3。2026年7月10日にリリースさ
れたこのプラットフォームは、単に高度な回答を生成するチャットウィンドウではなく、企業のファイル

システム、電子メール、デスクトップアプリケーション（Word、Excel、PowerPoint等）に対して持続的
なアクセス権限を持ち、複数ステップにわたるプロジェクトを人間の介入なしに自律的に実行するシ

ステムである3。 
3.1. デスクトップアプリの統合とシームレスな文書作成 
新しいChatGPTデスクトップアプリ（MacおよびWindows対応）は、従来のCodexアプリケーションを
統合しており、ユーザーのローカル環境と深く結びついている6。知財実務において、特許明細書の

作成はWord、先行技術とのクレーム対比表はExcel、経営層向けの知財戦略報告はPowerPointと
いったように、複数のアプリケーションを跨ぐ作業が常態化している。 
ChatGPT Workの導入により、従業員は個別のプロンプトを細かく入力して手動でコピー＆ペースト
を繰り返す必要がなくなる。例えば、担当者が「このフォルダにある発明者からの提案書（Word）と、
添付した3件の先行技術文献（PDF）を読み込み、自社の標準テンプレートに沿って特許明細書のド



ラフト（Word）と、先行技術との差異を示すクレームチャート（Excel）を作成して」と自然言語で指示す
るだけで、AIエージェントが各アプリケーションを連携させて自律的にファイルを出力する3。GPT-5.6
は、企業のテンプレート、参照ファイル、推奨される文体（スタイル）に一致する資料を作成する能力

において、最先端の技術水準（State-of-the-Art）に到達している16。 
3.2. 「Ultra Mode」が実現する知財タスクの並行処理アーキテクチャ 
さらに革新的な機能として、ChatGPT Workには「Ultra Mode（ウルトラモード）」と呼ばれる高性能設
定が導入されている17。これは、単一の要求の厳しいワークロードに対して、複数のAIエージェントを
並行（パラレル）して調整・機能させるシステムである17。 
特許出願の準備プロセスを例にとると、人間の特許技術者が行う作業は逐次的（シリアル）である。

しかし、Ultra Modeを活用すれば、一つの親プロンプトから複数の特化型エージェントが派生する。
第一のエージェントが世界中の特許データベースから関連する先行技術をスクレイピングして新規

性の評価を行っている背後で、第二のエージェントが発明提案書から請求項（クレーム）のドラフトを

作成し、第三のエージェントが明細書に必要な図面の説明文を記述し、さらに第四のエージェントが

米国特許法112条要件や欧州特許庁（EPO）の厳格な記載要件に適合しているかを同時並行で
チェックするといった、高度なオーケストレーションが可能となる。 
 

 
 



このような自律的かつ並行的なワークフローの確立は、発明の着想から特許庁への出願完了まで

のリードタイム（Time-to-File）を数ヶ月単位から数日、あるいは数時間単位へと劇的に短縮する可
能性を秘めており、先願主義を採る現代の特許制度において決定的な競争優位性をもたらす。 

4. 特許調査・侵害予防調査（FTO）における進化とハルシネー
ションの克服 
知的財産実務において、生成AIの活用を阻んできた最大の技術的障壁は「ハルシネーション（幻
覚）」であった。以前のGPT-4アーキテクチャやGPT-5.5の初期モデルにおいては、特許公報番号や
学術文献の番号を検索・引用するよう指示すると、一見もっともらしいが存在しない架空の公報番号

（例：存在しない特開番号や米国特許番号）を生成してしまう問題が頻発していた19。権利の有効性

や侵害の有無を争う知財実務において、不正確な文献情報の引用は致命的であり、これがAIツー
ルへの信頼性を大きく損なっていた。 
4.1. 実在する特許公報番号の正確な検索と検証プロセス 
しかし、2026年初頭頃のGPT-5.5モデルのアップデートを皮切りに、ChatGPTによる特許文献検索
は実在する公報番号を正確に返すよう大きな進化を遂げた19。実務家によるGPT-5.5の評価テストで
は、実在する特許公報の請求項1をプロンプトに与え「この請求項1の公報番号を教えて」と質問した
ところ、「JP2026013492A」という実在の公開公報番号を正しく検索・回答できる水準に達しているこ
とが確認された19。ただし、公開公報と特許公報（登録後）の請求項の差異によってやや不正確な回

答が生じるケースも存在したため19、完全な実務利用にはさらなる論理的検証が必要であった。 
4.2. 推論レベル設定とThinking（自己検証）プロセスの実装 
GPT-5.6 Solでは、このハルシネーションの残滓を根絶するため、推論（Reasoning）の深さを動的に
調整する機能が実装されている20。ChatGPTの有償プラン（Pro, Business, Enterprise）ユーザーは、
モデルピッカーから推論レベルを「Medium（標準推論）」「High（拡張推論）」「Extra High（最高推
論）」「Pro（高難度タスク・長期ワークフロー向け）」の4段階から明示的に選択することが可能である
20。 
特許の無効調査やFTOにおいて「Pro」または「Extra High」モードを選択した場合、モデルは即座に
出力を行うのではなく、内部で「Thinking（自己検証・思考）」プロセスを長期間実行する19。このプロ

セスにおいて、AIは自らが検索した特許請求の範囲の記載内容と、出願時の明細書記載事項、さら
には実在する公報データベースのインデックスを多角的にクロスチェックし、矛盾や虚偽の番号引用

がないかを検証してから最終的な回答を生成する。この厳格な自己検証プロセスの実装により、

GPT-5.6は特許検索の補助ツールとしての確固たる信頼性を獲得した。 

5. サイバーセキュリティ能力とエンタープライズ情報管理体制 
特許出願前の発明に関する技術資料や、製品リリース前の設計仕様書は、企業にとって最高レベ

ルの機密情報（Trade Secret）である。これらの情報が外部のAIプラットフォームに入力され、AIの学
習に利用されたり、サイバー攻撃によって漏洩したりするリスクは、法務部門・情報セキュリティ部門

にとって最大の懸念材料であった。 
5.1. セキュリティ能力の向上とセーフガード 
米国政府は、最先端のフロンティアモデルが持つ高度なサイバーセキュリティ能力や生物学的能力



に対する懸念から、GPT-5.6の広範な一般公開に対して規制的な協議を行っており、その結果として
リリースの遅延やプレビュー制限が生じていた経緯がある1。実際に、GPT-5.6およびAnthropicの
Mythos 5、Fable 5といった最新モデルは、サイバーセキュリティ分野において非常に強力な能力を
有している1。 
しかし、OpenAIの検証によれば、GPT-5.6 Solは社内のCTF（Capture The Flag：サイバーセキュリ
ティ評価）において96.7%という極めて高いスコアを記録したものの、自律的なサイバー攻撃作戦を
実行する閾値には達していないことが確認されている5。さらに重要な点として、GPT-5.6は「実際の
攻撃で脆弱性を悪用するよりも、サイバー上の脆弱性を発見し修正することにおいて優れている」と

いう特性を持つ14。OpenAIは、悪意のある大規模利用を困難にしつつ、システムの安全性を高める
ための多層的なセーフガード（安全対策スタック）を組み込んでおり14、AIモデル自体の防御能力が
極めて高い状態に保たれている。 
5.2. ゼロ・データ・リテンション（ZDR）とプライバシーポリシー 
このような堅牢なモデルアーキテクチャに加え、OpenAIはエンタープライズ顧客向けに極めて厳格
なデータ保護・プライバシーポリシーを適用している。ChatGPT Enterprise、ChatGPT Business、お
よびAPIプラットフォームを通じて入力された組織のデータ（プロンプト、アップロードされたファイル、
出力結果）は常に機密として扱われ、OpenAIの将来のモデルトレーニング（非APIサービスの改善）
には一切使用されないことが明確に宣言されている23。 
さらに、ビジネス要件を満たすために、以下の高度な情報管理体制が整備されている。 

●​ ゼロ・データ・リテンション（ZDR）: エンタープライズおよびAPI顧客向けに、限定的なデータ保
持ポリシーやゼロ・データ・リテンション（データ非保持）環境が提供されている25。これにより、

処理された知財データは即座に破棄され、サーバー上に痕跡を残さない。 
●​ 国際コンプライアンス準拠: GDPR、CCPAといったプライバシー法に準拠し、CSA STAR、SOC 

2 Type 2、ISO/IEC 27001、27017、27018、27701などの厳格な国際セキュリティ認証を完備し
ている23。ヘルスケア・バイオ特許を扱う顧客向けにはHIPAA準拠のためのBAA契約も提供さ
れる23。 

●​ 一時チャットモード: 組織のアカウント外で利用する場合でも、一時チャットモードを使用すれ
ば、最大30日間の安全・法的理由の保持期間を除き、履歴が自動的に削除される機能が実
装されている25。 

これらのエンタープライズ向けデータ保護アーキテクチャにより、企業知財部は未公開の発明情報を

安全にChatGPT Workのワークスペース上で処理させることが可能となっている。 

6. IPランドスケープ市場の爆発的成長と日本市場の動向 
生成AIの自律的進化は、特許情報を経営戦略や事業戦略に統合し、新規事業の探索やM&A候補
の選定を行う「IPランドスケープ」の分野において、ツールの性質を根本から書き換えた。従来のIPラ
ンドスケープ・ツールは、人間が論理式を構築して検索結果を可視化する「検索補助ツール」であっ

たが、2025年から2026年にかけて、GPT-5クラスのLLMをコアに据えた「自律型エージェント」へと急
激な進化を遂げた27。 
6.1. グローバル市場の急速な拡大 
市場調査レポートによれば、IPランドスケープを支える生成AIツールのグローバル市場規模は、
2025年の約14億ドルから、2034年には57億ドルへと急成長し、年平均成長率（CAGR）は17.3%に達



すると予測されている27。この爆発的な成長の背景には、各国の特許庁（日本国特許庁を含む）自身

が審査業務への生成AI適用を開始したことによるパブリックセクターからの信頼性向上と、企業にお
けるAI投資の本格化が大きく寄与している27。 
 

 
 
日本政府の「知的財産推進計画 2025」においても、「日本企業のAIの利活用率を概ね100%まで高
める」という野心的なKPIが設定されており、2025年度調査の段階で日本企業のAI利活用率は
55.2%に達している28。また、「AI利用による研究開発の促進」の指標となるAI分野の研究費は、
2024年度には3,235億円となり前年度比で18.3%もの増加を記録している28。さらにデジタル庁は「行

政の進化と革新のための生成AIの調達・利活用に係るガイドライン」を策定し、パブリックセクターに
おける安全なAI利用の枠組みを牽引している29。 



6.2. 日本発ツール5強とプラットフォームの進化 
日本市場においては、少なくとも25以上の生成AI搭載ツールが競合する激戦市場が形成されてお
り、特に以下のツールがGPTクラスのLLMを組み込んで市場を牽引している27。 

1.​ Patentfield AIR: 京都発のPatentfield社が提供するツールは、OpenAIのGPTシリーズ（
GPT-4o、GPT-4.1-nano、GPT-5-nano等）をAPI経由で深く統合し、IPランドスケープ分析にお
いて日本市場最強クラスの総合力を持つ27。最大1万件の国内外特許を一括で生成AIに分析
させることが可能であり、120種類以上の可視化手法（ヒートマップ、ポートフォリオスコアリン
グ等）を備える27。2025年には日本特許のAIサマリーを標準搭載し、同年10月には中国を含
むグローバル特許への対応を拡大している27。 

2.​ Tokkyo.Ai: リーガルテック社（東京）が提供するTokkyo.Aiは、2025年6月に日本初の「AIエー
ジェント搭載特許プラットフォーム」へと大幅な進化を遂げた27。これは、ユーザーが複雑な検

索論理式を組み立てるのではなく、AIエージェントがユーザーの分析意図を解釈して自律的に
マップ化までを行うアプローチを採用している。 

これらのツールの進化は、知財部門の役割を「研究開発の事後に特許調査を行う部門」から、「研究

開発の初期フェーズにおいて、競合他社の特許ポートフォリオの空白地帯（ホワイトスペース）をAIで
リアルタイムに探索し、事業戦略を先導する部門」へと引き上げる決定的な要因となっている。 

7. 特許翻訳と品質保証における「ヒューマン・イン・ザ・ループ」
の再定義 
グローバルな事業展開に伴い、外国出願に向けた特許明細書の翻訳は知財コストの大きな割合を

占めている。特許翻訳は、単なる日常言語間の単語の置き換えではなく、技術構造の深い理解、各

国の特許法制度（記載要件や補正の制約）の把握、および権利行使時のクレーム解釈を見据えた

法的整合性の担保が求められる極めて高度な専門領域である30。 
生成AIの急速な進化により、翻訳業界そのものが大きな転換期を迎えている。その象徴的な事例と
して、2026年3月に「特許翻訳株式会社」から社名を変更した「AI特許翻訳株式会社」のビジネスモ
デルが挙げられる30。同社は、従来の「人間のみ」あるいは「旧世代の機械翻訳（NMT）＋人間のポ
ストエディット」というアプローチから、最新の生成AI（LLM）と熟練特許専門家を高度に融合させた次
世代型特許翻訳サービスへと本格的に舵を切った30。 
この新しい翻訳モデル（ヒューマン・イン・ザ・ループ：人間参加型AIワークフロー）は、以下のプロセ
スで構築されている。 
 

プロセス階層 実行主体 主要な役割と機能 知財実務上のメリッ

ト 

フェーズ1：一次翻訳 生成AI (LLM) 技術文書全体の構

造、段落間の論理展

開、およびクレーム

の従属関係を完全に

保持したまま、高精

翻訳にかかる圧倒

的なスピードアップ

と、技術用語の一貫

性維持、基礎コスト

の合理化を実現30。 



度な直訳・文脈翻訳

を高速で生成する30

。 

フェーズ2：専門レ
ビュー 

熟練特許翻訳者 生成AIによる一次翻
訳を一文ずつ精査す

る。AIのみでは対応
が困難な「各国法制

度（米国特許法112
条要件等）に適合す

る形での請求項の修

正」や「明細書のリバ

イズ」を実施する30。 

機械的な直訳による

権利化時の拒絶リス

ク（記載不備等）を排

除し、人間の法的判

断力による品質担保

と法的整合性の確保

を行う。 

このアプローチが示唆するのは、GPT-5.6のような最先端モデルが登場したとしても、法的に権利範
囲を確定させる知財分野においては「AIが完全に人間を代替する」ことは当面なく、「AIの網羅的処
理能力・スピードと、人間の高度な法的判断力を有機的に組み合わせる体制」こそが、コストと品質

を両立させる最適解であるという事実である。企業の重要な情報を扱うため、これらのプロセスは当

然ながら厳格な情報管理体制とセキュリティ対策（データがAIの再学習に利用されない環境）のもと
で実行される30。 

8. 日米特許庁・司法の動向：AI能力の向上と「自然人要件」の
パラドックス 
GPT-5.6が、プロンプト一つで自律的に高度な技術的解決策（発明のコア）を生成し得る能力を獲得
する一方で、日米をはじめとする世界の特許制度は、全く逆の方向へ動いている。すなわち、「発明

者は自然人（人間）に限る」という原則をより強固に再定義し、法解釈を厳格化する動きを見せてい

る。この「技術的実態の進化（AIが実質的な発明をしている）」と「法制度の解釈（法的には人間しか
発明者になれない）」の乖離こそが、今後の知財戦略における最大のパラドックスであり、実務家が

最も留意すべき法的リスクである。 
8.1. 日本における司法判断の確定（DABUS最高裁判決） 
AIを発明者として認めるか否かを巡る世界的な議論の中で、2026年は日本における一つの大きな
マイルストーンとなった。この議論の発端は、米国の出願人Stephen Thaler氏が、自ら開発したAIシ
ステム「DABUS（Device for the Autonomous Bootstrapping of Unified Sentience）」が自律的に創
出した発明について、日本で特許出願（PCT国際出願からの国内移行）を行った事件である7。この

出願において、発明者欄には自然人の氏名ではなく「DABUS, The invention was autonomously 
generated by an artificial intelligence」と記載されていた7。 
日本国特許庁は、現行の特許法における「発明者」は自然人を前提としているとして、発明者を自然

人に補正するよう指令を出したが、出願人はこれを拒否したため、特許庁は出願を却下した7。この

却下処分に対する取消訴訟において、2024年5月の東京地裁判決、2025年1月の知財高裁判決は
いずれも特許庁の判断を支持した7。 
そして2026年3月4日、日本の最高裁判所は本件に関する上告を受理しない（上告不受理）決定を



下した7。これにより、「現行の日本特許法の下では、AIシステムを発明者として記載・認定することは
できず、発明者は自然人に限定される」とする司法判断が事実上確定した7。この判決は、日本初の

本格的なAIと知財制度に関する司法判断であり、日本の特許制度が厳格に「人間中心（
Human-centric）」であることを法的に固定したものである7。 
8.2. 米国特許商標庁（USPTO）の2025年改訂ガイダンスと判例法理 
米国においても、AIそのものの発明者適格性を明確に否定し、人間にのみ特許を付与するスタンス
は共通している。米国特許商標庁（USPTO）は、技術の進展に伴う混乱を収拾するため、2025年11
月28日に「AI支援発明に関する発明者適格性の改訂ガイダンス（Revised Inventorship Guidance 
for AI-Assisted Inventions）」を官報で発表し、即日施行した8。この2025年ガイダンスは、旧来の
2024年2月のガイダンスを完全に撤回・置換するものであり8、より合理化され、米国のAIイノベーショ
ン政策を促進するプロAI的なアプローチを採用している8。 
このUSPTO改訂ガイダンスおよび関連する審査機関の判断における最重要ポイントは以下の通りで
ある。 

1.​ AIは単なる「道具（Instrument）」である: USPTOは、AIシステム（生成AIや計算モデルを含
む）がどれほど洗練されていようとも、自然人ではないため発明者または共同発明者にはな

れないと再確認した9。AIは、ソフトウェアや実験室の器具（顕微鏡など）と同様の「人間の発明
者を支援する単なるツール」に過ぎず、その支援の高度さがAIを発明者の地位に押し上げる
ことはない8。AI等を発明者として記載した出願は、米国特許法101条および115条に基づいて
拒絶される32。 

2.​ 「着想（Conception）」が発明者の絶対的試金石: 発明者適格性の基準は、従来通り「着想（
Conception）」にある8。連邦巡回控訴裁判所の判例法理が示す通り、着想とは「完全かつ機

能的な発明の明確で永続的なアイデアが、発明者（人間）の心の中に形成されること」である
32。人間が「問題を解決するための具体的な特定のアイデア」を持っていなければならず、単

なる一般的な目標やAIへの研究計画の指示だけでは着想とはみなされない32。 
3.​ Pannuファクターの適用除外（単独発明者の場合）: 2024年の旧ガイダンスでは、AIを利用し
た発明の貢献度を測るために「Pannuファクター（共同発明者の要件を定める判例基準）」を無
理に適用しようとして混乱を招いていた。2025年の新ガイダンスでは、単一の自然人がAIツー
ルを使用した場合には、非人間ツールに対してPannuファクターを適用することは不適切であ
るとしてその使用を中止した8。Pannuファクターは、複数の人間の共同発明者がAIを使用して
発明を行った場合の、人間同士の貢献度を測る枠組みとしてのみ維持される8。 

4.​ 特許適格性（101条）と進歩性（103条）の切り分け: USPTO控訴審査パネル（ARP）によるEx 
parte Desjardins（2025年9月判決）において、機械学習モデルの訓練に関する発明に対し、
AI技術の改良を反映しているとして101条（特許対象）に基づく拒絶を覆した34。ARPは、保護
の適切な範囲を限定するためには、101条の抽象的アイデアの例外を用いるよりも、102条（新
規性）や103条（自明性・進歩性）、112条（記載要件）といった伝統的な手段を用いるべきであ
ると指摘している34。 

5.​ 国際出願優先権への波及: 外国出願の優先権を米国で主張する場合、米国の出願データ
シート（ADS）には、外国出願で記載された「自然人」が少なくとも1名含まれている必要がある8

。AIのみを発明者とする外国出願からの優先権は米国では一切受け入れられないため、グ
ローバル出願戦略においてAIを単独発明者とする試みは致命的な欠陥となる33。 



 

 
 
さらに、生成AIによる影響はユーティリティ特許（特許権）に留まらず、意匠権（Design Patents）の領
域にも波及している。USPTOは2025年10月に人工知能と工業意匠に関する国際ラウンドテーブルを
開催し、2026年3月に意匠分野に関する報告書（Bulletin）を公開した35。同報告書は、生成AIが意匠
の創造や保護を再定義しつつあることを認めつつも、特許法とは異なる意匠特有の法的要件を考慮

し、既存の意匠保護フレームワークをAI支援の意匠設計にも適用できるよう評価を続ける姿勢を示



している35。同様に日本の内閣府・特許庁も、産業構造審議会において、特許実務だけでなく意匠実

務に生じるAI利活用の課題について国際動向を見極めつつ検討を継続している28。 

9. 戦略的インプリケーション：次世代知財部門の青写真 
GPT-5.6およびChatGPT Workの導入、そして日米の厳格な「自然人要件」の確定という二つの強力
なベクトルに挟まれた現代の知財部門は、単なる「業務効率化」を超えた、組織としての「機能的・構

造的再定義」を迫られている。今後の企業知財戦略において採るべき具体的なアクションは、以下

の3つの柱に集約される。 
9.1. 「明細書の創出者」から「コンセプション（着想）の証明者」への役割転換 
技術的観点では、GPT-5.6 Solを用いれば、既存の技術課題に対してAIが自律的に解決策を提示
し、特許クレームまでを自動生成することが完全に可能となった。しかし、日米の法制度が示す通

り、特許を受ける権利の源泉はあくまで「人間の心の中に形成された具体的な着想（Conception）」
にのみ存在する7。 したがって、これからの知財専門家（弁理士や社内知財部員）の最重要業務は、
明細書を一から手書きすることではなく、「人間の発明者がどのような具体的な課題を認識し、AIに
対してどのような特定の指示（プロンプト）を与え、AIの出力結果をどのように選択、検証、修正して
最終的な発明を構成したか」という思考の軌跡（Audit Trail / プロンプト履歴）を詳細に記録し、人間
の本質的かつ具体的な貢献を法的に証明可能な状態で担保することへと完全にシフトする。将来、

権利行使の際に競合他社から「この発明はAIが自律生成したものであり、自然人による着想要件を
満たさず特許は無効である」という抗弁（Invalidity Defense）がなされた場合、AIへの入力・修正ログ
自体が決定的な防衛手段となる。 
9.2. 用途と予算に基づく「Tierド AI戦略（階層型モデル運用）」の実装 
すべての知財タスクに対してGPT-5.6 SolやUltra Modeといった最高スペックのAIを利用することは、
莫大なAPIコストを発生させ、企業のIT予算を圧迫する。Luna（コスト特化）、Terra（バランス型）、Sol
（推論特化）というモデルの階層と価格体系（1ドル〜5ドル/100万入力トークン）12を的確に理解し、タ

スクごとに最適なエージェントを自動的に割り当てる知財専用のルーティング・システム（オーケスト

レーター）の構築が急務である。また、前述の特許翻訳業界における「AI＋人間の専門レビュー」の
融合モデル30が示すように、AIの出力をそのまま特許庁に提出するのではなく、品質保証および法
的宣誓の最終ゲートウェイとして必ず人間の専門家を配置するガバナンス・プロセスを社内標準化

すべきである。 
9.3. IPランドスケープの自律化による「先行経営型知財」の実現 
GPT-5.6の最大105万トークンのコンテキストウィンドウ4と、ChatGPT WorkのUltra Mode18の連携に

より、広範なIPランドスケープ分析に要するコストと時間は劇的に低下した。これまではR&Dが完了し
た「事後」に、抵触を回避するために行われていた重厚長大な特許調査を、事業企画の「初期段階（

Ideation Phase）」へと前倒しすることが可能になった。AIエージェントに競合の特許ポートフォリオを
常時監視・分析させ、特許のホワイトスペース（空白地帯）を自律的に探索させることで、知財部門は

「リスク管理部門」から、企業のイノベーションの方向性を定義する「プロアクティブな戦略部門」へと

昇華することができる。 

10. 結論 
ChatGPT-5.6アーキテクチャとエージェント型ワークスペースのリリースは、知的財産業務における



「定型的な検索、対比、文書作成（タスク）」の経済的価値を極限まで引き下げた。しかしその一方

で、複雑な法解釈に基づく「事業戦略的判断」、AIエージェントを指揮するための「プロンプト・エンジ
ニアリングおよびワークフローのアーキテクチャ設計」、そして「自然人としての法的責任と発明の着

想の証明」という、人間にしか担えないメタ・スキルの価値をかつてないほどに高めている。 
技術的特異点と厳格化する法制度が交差するこの時代において、自社の知財インフラをいち早くAI
ネイティブ・ワークフローへ安全に統合し、AIを「単なる補助ツール」ではなく「知財戦略を共に並走す
る自律的パートナー」として位置づけられるか否かが、次世代のグローバル・イノベーション競争にお

ける決定的な勝敗を分ける要因となる。 
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